
　
令
和
３
年
12
月
定
例
会
は
11
月
30
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
市
長
提

出
議
案
等
は
条
例
10
件
、
補
正
予
算
６
件
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
１
件
、
人
事
案
件
１
件
の

合
計
18
件
で
し
た
。
審
査
の
結
果
、
17
件
に
つ
い
て
は
原
案
の
通
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
１
件
に
つ

い
て
は
、
修
正
案
及
び
修
正
部
分
を
除
く
原
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
13
人
の
議
員
が
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

（
議
案
第
88
号
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）
及
び

（
議
案
第
89
号
）

令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
）

（
議
案
第
77
号
）

押
印
及
び
署
名
の
見
直
し

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例

市
長
提
案
の
条
例
案
を

一部
修
正
し
、
可
決
成
立

定
例
会
の

主
な
提
出
議
案

　

子
育
て
世
帯
（
所
得
制
限
あ
り
）

へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
は
、
０
歳
か

ら
高
校
３
年
生
の
子
ど
も
た
ち
一
人

当
た
り
10
万
円
の
給
付
を
行
う
事
業

で
、
５
万
円
を
現
金
で
、
残
り
５
万

円
を
ク
ー
ポ
ン
券
で
給
付
す
る
と

　

条
例
案
の
う
ち
幸
手
市
職
員
の
服

務
宣
誓
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の

服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
に
お
い

て
、
市
長
提
出
の
条
例
案
は
、
宣
誓

書
の
署
名
及
び
押
印
を
省
略
。
こ
れ

に
対
し
修
正
案
は
、
押
印
の
み
省
略

し
、署
名
は
残
す
と
い
う
も
の
で
す
。

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

内
田　
　

潔　

氏

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
現
金
５
万

円
の
給
付
は
、
議
案
第
88
号
予
算
に

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
は
ク
ー
ポ
ン
給
付
と

な
っ
て
い
た
5
万
円
を
現
金
給
付
も
可

能
と
の
方
針
を
示
し
た
の
で
、
幸
手
市

は
一
括
現
金
給
付
と
す
る
た
め
、
議
案

第
89
号
が
追
加
で
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
議
案
第
89
号
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
、
厳
し
い
経
済
状
況
に
あ
る
方
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
取
組
み
と

し
て
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対

す
る
臨
時
特
別
給
付
金
、
一
世
帯
当

た
り
10
万
円
の
現
金
給
付
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

両
議
案
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

人

事

案

件

監
査
委
員
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令
和
３
年

12
月
定
例
会



市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
日
頃
か
ら
幸
手
市
議
会
に

対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

今
も
な
お
収
束
を
み
な
い
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
昨

年
は
市
議
会
と
し
て
も
行
動
の
自
粛

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
と
て
も
心
残
り

の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
感
染
症
対
策
を
万
全
に

期
し
た
上
で
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
が
市
政

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
鋭
意
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
幸
せ
で
実
り
多
い
、
希
望
に

満
ち
た
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 幸手市議会議長

幸手市長

宮杉　勝男

木村　純夫

市
民
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
日
頃
よ
り
市
政
運
営
に
、

格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
よ
り
、
皆
様
か
ら
多

く
の
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
、
市
内
循
環
バ
ス
の
運
行
が
始

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
三
回
目
の
接

種
も
始
ま
り
ま
す
。

市
で
は
、
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
は
じ
め
、
教
育
・

子
育
て
・
医
療
・
福
祉
・
防
災
等
の

各
事
業
を
、
積
極
的
に
実
施
し
、
未

来
志
向
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。
更
な
る
お
力
添
え
を
い

た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

結
び
に
、
皆
様
に
と
っ
て
、
充
実

し
た
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

議　
長

　
　
　
宮
　
杉
　
勝
　
男

今
年
も

よ
ろ
し
く

　
お
願
い

　
　
い
た
し
ま
す

副
議
長 

　
　
　
小
　
林
　
啓
　
子

議　
員
（
議
席
順
)

　
　
　
四
　
本
　
奈
緒
美

　
　
　
坂
　
本
　
達
　
夫

　
　
　
海
老
沼
　
隆
　
夫

　
　
　
小
　
林
　
英
　
雄

　
　
　
枝
久
保
　
喜
八
郎

　
　
　
本
　
田
　
謡
　
子

　
　
　
小
河
原
　
浩
　
和

　
　
　
松
　
田
　
雅
　
代

　
　
　
木
　
村
　
治
　
夫

　
　
　
藤
　
沼
　
　
　
貢

　
　
　
青
　
木
　
　
　
章

　
　
　
武
　
藤
　
壽
　
男

　
　
　
大
　
平
　
泰
　
二

令
和
３
年
12
月
定
例
議
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

　

新
た
に
職
員
と
な
っ
た
者
が
行
う
宣

誓
書
へ
の
署
名
押
印
を
不
要
と
す
る
根

拠
と
是
非
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

押
印
及
び
署
名
な
ど
の
見
直
し
は
、

国
主
導
の
も
と
、
地
方
公
共
団
体
等
に

お
い
て
業
務
に
お
け
る
押
印
制
度
の
見
直

し
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
服
務
の
宣
誓

は
あ
く
ま
で
、
新
た
に
職
員
と
な
っ
た
者

に
対
し
、
公
務
員
は
全
体
の
奉
仕
者
と
し

て
服
務
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
事
を
自
覚

さ
せ
る
た
め
、
職
員
の
宣
言
と
し
て
行
う

行
為
で
あ
り
、
宣
誓
書
に
署
名
押
印
す

る
行
為
は
な
く
て
も
、
本
人
か
ら
任
命

権
者
に
宣
誓
書
が
提
出
さ
れ
た
と
い
う

行
為
を
も
っ
て
本
人
の
意
思
を
確
認
で
き

る
こ
と
か
ら
、
条
例
上
の
署
名
を
義
務
づ

け
る
こ
と
に
つ
い
て
実
質
的
な
必
要
は
な

い
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

質

疑

答

弁

(

議
案
第
77
号)

押
印
及
び
署
名
の
見
直
し
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例
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の
月
に
送
付
し
、
対
象
者
が
多
い
月
に

は
予
約
時
の
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
、

２
回
目
の
接
種
日
の
早
い
方
か
ら
順
次

発
送
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

幸
手
市
は
２
回
目
の
接
種
率
が
約
90
％

と
多
く
の
方
が
２
回
目
の
接
種
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
希
望
す
る
方
が
一
日
で
も
早

く
接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

臨
時
特
別
給
付
金
の
家
計
急
変
世
帯

の
確
認
や
認
定
の
方
法
を
伺
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
住
民
税
が
課
税
世
帯
で

あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
、
令
和
３
年
１
月
以
降

非
課
税
世
帯
と
同
程
度
と
な
っ
た
世
帯
に

対
し
、
申
請
の
際
に
1
か
月
の
収
入
が
わ

か
る
書
類
を
添
付
し
て
も
ら
い
審
査
い
た

し
ま
す
。

　

第
２
次
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
、
20
年
後
の
幸
手
市
を
見
据
え
た
都

市
計
画
で
す
。
西
口
停
車
場
線
は
、
幸

手
駅
西
口
と
幹
線
道
路
を
つ
な
ぐ
重
要

国
の
全
額
補
助
に
よ
り
実
施
さ
れ
る

18
歳
以
下
の
子
ど
も
一
人
10
万
円
の
子

育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
は
、

３
つ
の
給
付
方
法
か
ら
の
選
択
が
各
自

治
体
に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
。

幸
手
市
で
は
多
額
の
事
務
経
費
を
要

す
る
ク
ー
ポ
ン
及
び
年
を
跨
ぐ
分
割
給

付
で
は
な
く
、
現
金
10
万
円
の
12
月
27

日
一
括
給
付
を
決
定
し
ま
し
た
。

年
内
の
厳
し
い
作
業
日
程
に
は
な
る

も
の
の
、
子
育
て
世
代
を
対
象
と
し
た

福
祉
的
観
点
に
配
慮
し
た
決
断
は
、
市

民
の
想
い
に
寄
り
添
う
も
の
と
大
い
に

評
価
い
た
し
ま
す
。

坂
本
　
達
夫

枝
久
保
喜
八
郎

賛
成
討
論

賛
成
討
論

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
不
妊
治
療
へ
の

保
険
適
用
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
公
明
党

は
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
不
妊
治
療
の

保
険
適
用
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

　

今
回
の
条
例
改
正
は
、
幸
手
市
職
員

の
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
と
仕
事
の

両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
特
別
休
暇
と

し
て
不
妊
治
療
休
暇
を
新
設
す
る
も
の

で
す
。

　

幸
手
市
職
員
の
不
妊
治
療
休
暇
取
得

の
取
り
組
み
が
、
民
間
企
業
等
へ
と
拡

大
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
、
賛
成
討

論
と
致
し
ま
す
。

四
本
　
奈
緒
美

賛
成
討
論

　

衛
生
費
の
中
の
保
健
衛
生
費
、
第
２
目

の
予
防
費
の
補
正
額
５
億
３
５
３
８
万
９
千

円
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
３

回
目
接
種
の
予
定
、
計
画
を
伺
い
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
３
回
目
接
種

に
係
る
費
用
の
ほ
か
、12
歳
以
上
の
１
、

２
回
目
の
接
種
に
係
る
費
用
も
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
期
間
が
令
和
４
年
９

月
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
令
和
３

年
11
月
ま
で
に
２
回
目
の
接
種
を
終
え

た
方
に
つ
い
て
は
令
和
４
年
７
月
ま
で
に

３
回
目
の
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
対
象
人
数

は
11
月
30
日
時
点
で
４
万
７
５
人
で
す
。

　

具
体
的
な
計
画
で
す
が
、
12
月
・
１
月

の
接
種
対
象
者
は
約
３
８
０
人
、
主
に
医

療
従
事
者
の
方
と
な
り
ま
す
。
２
月
に
は

７
３
０
０
人
、
３
月
に
約
１
万
５
０
０
人
、
４

月
に
約
２
９
０
０
人
、
５
月
に
約
９
５
０
０

人
、
６
月
に
約
７
５
０
０
人
、
７
月
に
約

２
千
人
の
接
種
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
接
種
券
に
つ
い
て
は
、
２
回

目
の
接
種
日
か
ら
８
ヶ
月
を
迎
え
る
前

質

疑

質

疑

答

弁

答

弁

な
路
線
で
す
。
道
路
が
結
ば
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
幸
手
駅
西
口
が
利
用
し
や
す

く
な
り
、
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
惣
新
田
幸
手
線
バ
イ
パ

ス
は
、
圏
央
道
幸
手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
と
国
道
４
号
バ
イ
パ
ス
を
つ
な
ぐ
重

要
な
路
線
で
す
。
こ
の
道
路
は
、
幸
手

の
観
光
、
経
済
、
産
業
の
活
性
化
に
深

く
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
構
想
を

実
現
し
、
幸
手
市
の
着
実
な
発
展
を
願

い
、
賛
成
討
論
と
致
し
ま
す
。

(

議
案
第
83
号
）

第
２
次
幸
手
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

(

議
案
第
89
号
）

令
和
３
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
８
号
）
に
つ
い
て

(

議
案
第
78
号
）

幸
手
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

(

議
案
第
84
号
）

令
和
３
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

(

議
案
第
89
号
）

令
和
３
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
8
号
）
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